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２０１３第２回 東京ヴェルディ ラウンドテーブル 議事録 

日時：２０１３年１２月１４日（土） 

於 ：味の素スタジアム（東京都調布市） 

■クラブ側登壇者： 

 東京ヴェルディ 1969フットボールクラブ株式会社 

 代表取締役社長 羽生 英之 

■東京ヴェルディサポーターの皆様  ２１０名 

 

 

羽生： 

 こんにちは。こうして皆様にお目にかかることができ、とても楽しみでしたし、今日もいろいろな

お話ができればと思います。 

まず始めに、シーズンチケットを購入いただいている皆様、サポーターズクラブ会員の皆様、ボラ

ンティアとして運営に深く携わっていただいている皆様、深く御礼申し上げます。ありがとうござい

ます。 

今年は、チームの成績こそ振るいませんでしたが、皆様のおかげで、観客動員が昨年よりも平均入

場者数が１，００３名も増えました。ガンバ大阪戦での１８，０００名超という大きな試合がありま

したが、その試合を除いても、平均で約４００名増員という結果になりました。クラブスタッフの努

力に加え、皆様のご協力のおかげで、ヴェルディを応援してくれる輪が少しずつ広がっていると実感

しています。皆様方のご支援に感謝申し上げます。 

今年も、事前に皆様からたくさんのご意見をいただき、全て読ませていただきました。厳しい意見

が多かったということが率直な印象です。もちろん、結果が出ていないわけですから、こういった厳

しい意見が多いのも当然だと思います。その中で、「今年の総括として羽生社長がどう思っているのか」

という意見を多数いただきました。いち早く監督の続投を決めたことについて疑問を投げかける声も

いくつかありました。J２の１３位という、今までで一番よくない順位ということで、当然、そういう

声が出るのだと思います。今年から、三浦監督と契約を結び、チームに対する考え方や情熱、よく勉

強して作り上げている日々のトレーニングを見ていて、春先と比べて、一人一人の選手のできるプレ

ーの幅が広がっているなと感じていました。しかし、残念ながら皆さんは、試合の中で、春に見たチ

ームと秋に見たチームでどれだけ成長があったのだろうかという印象を持っているかもしれません。

それはトップチームの監督ですので、試合で何ができたか、どのような結果だったのかが評価される

ということは致し方ないところです。トレーニングなど試合の準備ではできていることが、直近の試

合で表現できないということがとても多く、そのギャップが何かということをずっと感じながら見て

いました。今年は春先に、讃岐との練習試合で、あってはいけないような悲しい出来事があり、躓き

からのスタートだったと思います。不幸中の幸いと申しますか、讃岐・藤田選手が復帰し、入れ替え

戦でも元気にプレーをしてくれていたので、そこは安心しましたし、また彼らと来年、J２リーグ戦で

試合ができるというのはとてもうれしく思います。 

結果的に年間を通してのデータを見てみると、反則ポイント（警告、退場に応じて加算されるポイ

ント）でいうと、Ｊ２では、一番反則ポイントが少ないのがガンバ大阪、松本山雅ＦＣなどと続く中

で、私どもは、１７位で下から数えた方が早いという結果になっています。イエローカードの累積や

レッドカードがあれば試合には出られませんので、当然、戦力的な面でのダウンにもなります。サッ

カーの魅力という点においても、反則ポイントが多いということは魅力あるサッカーに繋がるとは思

いません。ですので、ここは改善をしなければいけない点だと思います。 
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加えて、もう一つ、大切な指標として、アクチュアルプレーイングタイムというものがあります。

これは９０分の試合の中でどれだけ、インプレーの時間が長いかという指標です。当然、技術が高く、

観ていて面白いと言われるサッカーをしているチームは、アクチュアルプレーイングタイムが長いで

す。例えば、スペイン代表やＦＣバルセロナなどはとても長いです。Ｊ１では、１位はサンフレッチ

ェ広島です。広島はＪリーグアウォーズでも２年連続でフェアプレー賞を受賞しました。出場停止選

手もとても少なくて、バックラインの３人は怪我も出場停止も少なく、ほぼ全試合を３人で戦い抜き

ました。これは先ほど言った反則ポイントが少ないということにも、起因しているのだと思います。

Ｊ２で言うと、１位がガンバ大阪、２位がジェフユナイテッド千葉、3 位が徳島ヴォルティス、４位

がヴィッセル神戸ということで、昇格した３チームが４位以内に入っていて、これは大切な指標だと

思います。そんな中、東京ヴェルディは５位でした。アクチュアルプレーイングタイムは昨年よりも、

３分３０秒伸びています。この数字だけを見て推測すると、面白いサッカーが展開されたのではない

かとなります。ですが、おそらく皆さんは、今年のサッカーはつまらなかったと思っていらっしゃる

方が多いと思います。もちろん、事前にいただいたご意見、ご質問が全てではありませんので、その

他の多くの方がどのように思ってらっしゃるかまでは分かりませんが、いただいた意見はそういう意

見が多くみられました。このギャップは何なのかを分析し、考えなければいけないと思います。 

こういった結果を分析して生かしながら、来年のチームを作っていきたいと思います。当然、三浦

監督ともいろいろな話をして、反則ポイントが多いというのも伝えていますし、彼のチーム、選手へ

のアプローチの方法や、チーム全体のマネジメントについては今年と変える必要があるということは、

三浦監督も認識しています。三浦監督が、「過去２年間で成功したマネジメント方法を、自信を持って

このチームで踏襲してやろうとしましたが、うまくいきませんでした。そこは変えなくてはいけない

と思っています。選手やスタッフへのアプローチなどを変えたいと思っています」と、はっきり言っ

ていました。それを、どういう形で変えるかということは、これから彼なりに整理してもらい、年明

けにチーム編成が終わってからゆっくり話そうと思っています。 

また、私は、今年、ヴェルディのサッカーが壊れてしまったという風には感じていません。ただ、

私も試合の中で、「なぜこういう風になってしまうのか」ということが、いつもより多かったという印

象があります。そこはもう一度、試合映像を見て振り返り、何が原因か、また、データ上ではいいと

ころも、悪いところもはっきりしているのに、なぜいいところが皆さんの印象に残らないのかという

ことは、確認をしたいと思っています。 

あとは、皆さんの意見にもたくさんありましたが、私が就任してからの３年、チームが一つになり

きれていないという印象をお持ちだと思います。私もそう感じています。私がこのクラブに来て３シ

ーズンが経って、悔しいですが、今のやり方では正直言って結果が出ていないわけですから、その考

え方自体を変えなければいけないと思っています。私は皆さんに５年後にＪ１で優勝したいと言った

ことを覚えています。私はそのことを信じて毎年チームを作ってやってきましたが、結果的に上手く

いかなかったことを踏まえ、もう一度原点に戻って、やはり我々のストロングポイントを生かし、そ

こからリスタートをしようと思います。そして、来シーズンはその１年目にしたいと思っています。 

もちろん、来年、どういう編成をしてどういうチームを作ろうとも、Ｊ１に上るということは目標

であり、我々の直近のターゲットであることは間違いありません。ただ、今までのように、実績のあ

る選手を外から何人か獲得し、その選手にチームの中心を任せるという手法ではなく、私どもが９年

ないし６年かけて育てた選手を中心として、チーム作りを見直そうと思います。来年はその初年度に

したいと思っています。ですから、これから先は、皆さんがなぜこのポジションを補強しないのか、

などとお思いになることがあるかもしれませんが、そこは、私どもとして勇気をもって『この選手を

育てたい』と思えば、その選手の出場機会を奪うようなことはせず、成長に懸けるというスタンスで
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やりたいと思っています。 

現在、期限付き移籍に出している選手がいますが、その選手の中で、来年ヴェルディのユニフォー

ムを着て躍動してくれる選手もいると信じています。ですから、来年は、その次に大きくジャンプす

るために膝を折る年にしようと、一度大きくしゃがんで力を蓄えて大きくジャンプする準備をする年

にしようと思っています。その方針が、皆さんの賛同を得られるかどうかは分かりません。もしかす

ると今年よりも成績が悪くなるかもしれません。逆に、春から夏、秋にかけて大きく成長する選手が

何人もいて、結果的に、Ｊ１に昇格するということが有り得るかもしれません。それはやってみなく

ては分かりません。ただ、将来のヴェルディのことを考えれば、勇気を持ってその方向に舵を切るこ

とを今、やるべきだ思います。我々のアカデミーから上がってくる選手を信じたいと思います。 

アカデミーの環境についても、昔の読売クラブ時代は、他にクラブチームがあまりありませんでし

たが、今は近隣にもライバルチームがたくさんあって、当然、昔より突出した選手を集めにくい状況

であることは間違いありません。また、これから先、フッキ選手のようなタレントを獲得できるよう

な環境にもありません。一人が突出していて、その選手にボールを預ければ何とかしてくれるという

ようなサッカーはできませんし、するつもりもありません。ですから、ヴェルディのユニフォームを

着てピッチに立った１１人、加えてベンチに入った選手全員がひた向きにヴェルディの勝利だけを願

って、最後の１秒まで走り切って戦うというメンタルを持てるように、育成コーチ陣と話をしていま

す。その中で、ヴェルディ伝統の技術力のある選手が強いメンタルを持ってトップチームに昇格して

ほしいと思います。Ｊｒユースを見てみると、他のクラブに比べて、体格がまだ小さかったり、足が

遅かったりしています。中学１年のチームはよく負けます。でも、中学２年、中学３年となるにつれ

て、とてもたくましくなります。第２次成長期が来て、身長も追いつき、足も速くなり、ユースに昇

格した時には、中学１年の時点で０－１０で負けていた相手に、高校１年になって試合をしたら３－

１で勝てるという成長をこの３年間で目の当たりにしてきました。育成コーチ陣といつも話し合って

積み上げてきたものは間違っていなかったということを確信しています。ですから、今ここでアカデ

ミーを信じてみようと思うことは間違っていないと思います。今の育成チームには良い選手が何人も

いるので、彼らの成長を促して、彼らとともに、Ｊ１を目指してやっていきたいと思っています。 

それを来年、皆さんがどう受け止められるかはわかりません。やはりＪ１に上らなければならない

のだから、ある程度の選手が必要という方も中にはいらっしゃるかもしれません。しかし、私は、全

てご理解いただけるとは思いませんが、今私が言ったことを皆さんにお約束をし、是非、来年のチー

ムを応援していただきたいと思います。 

ただ、アカデミーから育ってきた選手の中にも、向上心や野心があって、ファーストステップはヴ

ェルディで結果を残し、次のステップに行きたいという選手もいるでしょう。Ｊ１のチームなのか、

海外のチームなのかはそれぞれです。それは今のサッカー界の流れを考えても止めることはできませ

んし、それを止めることが日本のサッカー界およびヴェルディの為になるとも思っていません。です

から、例えば海外に挑戦したいという選手がいて、それがいい条件で、使い捨てにならないような、

すばらしいクラブであれば、もちろん私は背中を押してあげたいと思っています。育成の選手で戦う

と言いながら、何人かの選手は出ていくかもしれません。でも、それは我々のアカデミーの成果の一

つだと思います。もし、何人かの選手が出て行ったのであれば、他の選手にまたチャンスが生まれる

わけですから、そのチャンスをその次の世代、またはその次の世代が掴めばいいと私は思っています。 

育成組織出身の選手を中心に戦うという意味で言うと、来季は、ユース出身の北脇選手が帰ってき

てくれます。日体大で４年間成長し、またヴェルディのユニフォームを着てくれます。こういった流

れをこれからも作っていきたいと思います。こういった方針において、今後は外の選手を獲得するこ

とは少なくなるので、強化担当者の方も育成をずっと担当していた山本佳津に任せたいと思います。 
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彼は、アカデミーダイレクターとしてジュニアからユースまでを見てきていますし、Ｊリーグの仕組

みもわかっています。また、Ｊｒユース年代の東京都トレセンの手伝いなどもしていて、東京都の少

年サッカー界のパイプもあります。ですから、強化部門を山本に任せる体制で既に動き始めています。 

また、ラウンドテーブルという場につきまして、このラウンドテーブルは私の思いの丈を皆さんに

聞いていただき、皆さんの思いの丈を聞くという場だと思っています。ただ、ご意見の中に、羽生に

うまく丸め込まれたなどの意見もあり、あまり話しすぎるものよくないかなという思いがあります。 

しかし、私の考えを皆さんに聞いていただけるのはこういう機会しかなく、私なりに真摯に皆さんに

向き合って話しているつもりです。本当に心の底から思って毎日考えていることを皆さんの前でお話

しているとお考えただければと思います。 

次に、来年の編成についてですが、今年は怪我人が多く、当初、ディフェンダーの主力と考えてい

た選手が揃って出場した試合は結果的に１～２試合でした。今年は特に筋肉系の怪我が多かったです。

それは、トレーニングの負荷の問題なのか、いろいろな原因があり、一概には言えませんが、来年は

メディカルの体制を一度見直してやってみようと思っています。どこまでできるかわかりませんが、

なるべく怪我人が出ないような体制に近づくようにしたいと思っています。フィジカルコーチを置く

か否かという議論はありますが、三浦監督は、その必要性をあまり感じてはいない様で、コーチやト

レーナーと一緒にやっていくということですので、尊重したいと思います。 

個々の選手については、現状はなかなか言えません。残ってほしいといっても、いいオファーがあ

れば、移籍する可能性もありますし、そんな時でも、他の選手を外部から獲得するということではな

く、育成から上がってくる選手で来年は戦うと覚悟を決めています。ですから、来年 1月 18日に行う

新体制発表で、こんなチームで戦えるのかと思われる方がいらっしゃるかもしれませんが、私はヴェ

ルディのアカデミーを信じていますし、彼らの成長を信じています。 

 あまり長く話しても一方的になってしまうので、これからは皆さんとディスカッションしたいと思

います。なるべく多くの皆さんのご意見をいただければと思います。 

 

質疑応答 

 

質問者： 

 この質問に関しまして、今回のラウンドテーブルの前に、ラウンドテーブルを効率よく進めるため

にサポーター団体所属、無所属問わず４０～５０名のサポーターの考え、クラブに投げかけたいこと

を事前にまとめてさせていただきました。ですので、質問が少し長くなってしまうかもしれませんが、

サポーターの総合的な意見、質問としてとらえていただきたいと思います。 

まず、今後のラウンドテーブルの進め方、あり方に関して意見をさせていただきたいのですが、前回

のラウンドテーブルでの議題に対して、議事録という形ではなくて案件ごとの進捗という形でクラブ

から報告してほしいと思っています。サポーターからの意見がクラブ内でどのように捉えられている

のか、その意見に対して改善をしたのか、どう変わったのかが分からないので、クラブから報告して

いただくことで、ラウンドテーブルがより有意義なものになると思います。是非、次回のラウンドテ

ーブルでは、今回の意見の進捗、結果を報告していただきたいと思います。 

さて、本題に入りたいのですが、まずサポーターとして魅力あるクラブにしていくためにはという大

きなテーマのもと、「地域活動」と「強化・育成の方針」の２つの中テーマを設けました。この２つに

分けて質問させていただきます。 

まず、地域活動に関して、これは要求ですが、ポスター配布活動やチラシ配布活動などの実施告知の

タイミングの遅さについて、なるべく早めに告知していただきたいと思います。色々と理由があるか
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とは思いますが、いつもポスター掲出活動の告知が実施日の直前に行われ、もっとたくさん来てほし

いと言われても、それぞれ都合があり参加できないので、ある程度の日程を出していただくことで、

サポーターもより協力しやすくなると思います。また、試合告知ポスターの配布の遅れなど、ポスタ

ーに掲載されている試合が１試合終わった後での配布などはポスターが無駄になってしまうので、早

め早めに計画をして、地域活動を実施していただきたいと思います。 

もう一つが選手、スタッフ含めて共通の地域活動の認識を持っていただきたいというところがあり

ます。具体例を挙げますと、先週、若葉台で清掃のイベントがあった際に、取り組み自体は素晴らし

いことだと思いますし、今後も続けていただきたいのですが、選手が着用しているウェアに、ヴェル

ディのエンブレムが入っていないかったため、周りの人から見ても選手かどうかも分かりませんし、

選手が掃除をしていること自体に意義があると思いますので、そういったアピールが不足していると

思います。ただ地域活動をやるだけでなくそういったことを徹底していくことで地域活動での効果も、

５０のものが１００になったりそれ以上になったりということを得られると思います。 

若手選手に対して、地域活動を行う上での教育や管理をより徹底して行っていただきたいと思いま

す。もちろん地域の方々や子どもたちと親密に触れ合うということはすごく良いことだと思いますが、

プロサッカー選手としての意識をもっと持ってもらえるようにスタッフからの教育をしっかりしてい

ただければ、より地域活動に参加する選手たちの意識も向上するのではないかと感じています。 

以上が地域活動に関する要望、質問です。 

強化・育成の方針に関しての質問ですが、いろいろな方の意見の中から、サッカーの内容がつまら

ないという部分以外に、例えばメンタルの弱さや先制された試合で、失点を引きずって試合が終わっ

てしまうなどの弱さが目立ったシーズンだったと感じている意見がたくさんありました。監督、コー

チを含めて、サッカーの内容だけでなくメンタル面での改善策は来季に向けてあるのかをお伺いした

いです。 

あと、若手選手の成長が感じられないシーズンだったという意見もありました。もちろん選手の実

力などは現場が判断することですが、中島選手や前田選手などの在籍選手やレンタル移籍で出ている

選手も含めて、彼らが持っている実力を今年一年で発揮できたのか、成長できたのかというところが

疑問に感じられました。冒頭に羽生社長も、方針を変えるとおっしゃっていましたが、期限付き移籍

のあり方やどういう目的で出しているのか、期限付きで出した選手に対してフォローが行われている

のかをお伺いできればと思います。 

最後になりますが、サポーターとしては、ずっと愛せる同じ選手がいることが、チームに対する魅

力にもなりますし、これからファンになる方にとっても同じで、クラブの魅力にもなると思います。

冒頭の羽生社長のお話で、これからは育成の選手を大事にしていくということをおっしゃっていただ

いたので、その点に関しては私たちも少し安心しました。クラブの方針を明確に示していただくこと

で、サポーターとしても、自分たちだけでなく選手・スタッフとの意識の共有もできますし、何かヴ

ェルディをよくしていくことに関してうまくいくのではないかと思いますので、一つのチームとして

の方針をはっきりと示していただくということを来年のはじめなどに羽生社長にやっていただきたい

と思います。 

 

羽生： 

 案件ごとの進捗状況をクラブから報告というのは、改善できると思いますので、次回から冒頭で報

告するようにしたいと思います。それで、できていることと、できていないことについて、それぞれ

の理由などをディスカッションするという形にしましょう。次に、クラブに関わる全員が共通の認識

を持ってほしいという話ですが、例えば、今回の清掃の場合、ヴェルディの選手がやっているという
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のが分かることが目的ではないので、どちらがいいのかという議論は今後したほうが良いと思います。

その時々の状況において、どういった意図や意識、スタンスでの活動かをその都度確認し、議論する

必要はあると思いますが、おっしゃることはよくわかるのでそれも次回の報告事項でやりましょう。 

あとは一つ、私からのお願いになりますが、今年、ある選手がサポーターの皆さんに挨拶に行った

時に不誠実な態度をとって厳しいご指摘をいただいたことがあり、その際に、私が彼のことを叱る前

にクラブスタッフがみんなで叱ったようで、私のところに来た時にはすでに反省しきっていたという

ことがありました。彼もアカデミー出身で、私からすると人としての常識はユース、Ｊｒユースのう

ちにきちんと身に着けて上がってきてほしいと思っています。そこは育成部門のコーチにもきちんと

言っています。ただ、育成出身の選手については昔から比べて、どんな大会に行っても父兄やサポー

ターの皆さんの前で、明るく元気に挨拶をできるようになってきていると思います。しかし、もし皆

さんが気が付いたことがあれば、どんどん指摘、指導していただきたいと思っています。例えば、ト

ップチームに昇格した育成出身の選手が地域活動などで挨拶もできない、態度が悪いということがあ

れば、皆さんが叱っていただきたいと思います。私が小さいころは、近所のおじさんやおばさんらみ

んなが叱ってしつけてくれました。何か悪いことをすればよく叱られ、それでみんなに育てられたと

いう経験があります。地域のおばさんに叱られたり小言を言われたりしましたが、最後はアメをくれ

るとか、そういう地域の大人とのふれあいの中で育てられてきたという経験があります。今、日本の

社会のなかでそういったふれあいが失われていて、それは子どもたちのためによくないと思っていま

す。皆さんで一緒に育てていけるような環境を作っていただきたいと思います。それが、ヴェルディ

の子どもたちを育てるということになると思います。 

先ほどのメンタルの話について、以前にもお話したと思いますが、ヴェルディは技術、個の力をリ

スペクトするクラブです。ですが、９０分間最後まで走り切れるか、疲れていても仲間がミスした時

にそれをカバーしに行けるか、最後に足を１０ｃｍ伸ばせるかというのは、今日注意したから明日で

きることではないので、そういったメンタルの強さは、社会性の成長ととても密接に関係していると

思います。先ほども、クラブハウスにベレーザの木龍選手がいましたが、彼女も大学生の時までは周

りに対して話ができず、試合中に交代されると不満そうな顔をしているといったところがありました

が、社会人になった２年間で随分変わりました。たまたまクラブハウスに来ていたＯＢの北澤さんも、

木龍選手の表情を見てずいぶん変わったと言っていました。結果的にそういった社会性の成長が、彼

女が日本代表に選ばれることにもつながっていると思います。その社会性は、選手たちにとっても、

とても大切なことだと思います。そういったことがピッチの上でのプレーにも表れると思っています。

ピッチの中にリーダーがいなければいけないし、そのリーダーがみんなを引っ張るということも大切

だと思いますが、ピッチに立っている選手全員がそういう気持ちにならなければいけない。そのため

には時間もかかるし、それなりの教育も必要だと思います。それはクラブだけではなくて、クラブに

携わる、クラブのことを愛してくれる皆さんの力が必要だと思います。ですので、来年はみんなで育

成選手も含めて選手に対して、ダメなものはダメと叱ることと、褒めることも３回に１回はやってい

ただきたいと思います。メンタルの弱さはありますが、修正するには時間もかかります。それがこの

クラブの最大のウィークポイントなのかもしれません。育成のコーチ陣には、技術的には少し他の選

手より劣るかもしれないが、最後までチームのために走り切れる、仲間の失敗をカバーしてくれるバ

ランスのとれた選手を育ててほしいと言っています。そこは時間をかけながら、是非皆さんと進めて

いきたいと思います。 

若手の成長については、中島選手や前田選手は今年 1 年目で試合に多く出場した選手ですが、私は

少し見解が違っていて、今年とても成長したと思っているのは安在選手と高木選手です。シーズンが

あと２か月あれば、間違いなく彼らは試合に出る機会が増えただろうと思います。ですので、私の来
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年の仕事は、彼らの出場を妨げないことだと思います。ただし、春のキャンプなどの準備段階で、安

在選手や高木選手よりももっと上をいく選手も出てくるかもしれないし、彼らの年代は１か月・２か

月で大きく成長することがあるのでどうなるかは分かりません。 

また、選手が長くクラブにいてほしいという事については、現状ではなかなか難しい状況です。選手

の気持ちとチームの状況と他のチームの状況がマッチすれば当然ヴェルディでやりたいとなりますが、

例えば、選手がこのままヴェルディにいたら出場機会がなく、少し試合に出たいと考えて、そういう

場を代理人が他のクラブに準備した時に、その選手がどう判断するかという状況もあり得ます。当然、

ヴェルディはＪ２にいる中で、選手は野心もあり夢もあり、またサッカー選手としての寿命もそんな

に長くないというのも分かっていますから、Ｊ１や海外でやりたいという選手の希望があった時に、

ヴェルディ愛がないから移籍してしまったということで済ませるのは可哀そうだと思っています。で

すので、そういう選手についても、皆様には末永くヴェルディの選手だと思って愛していただきたい

と思いますし、私としても彼らがヴェルディで長く戦ってくれる事も望みですが、それはいろいろな

問題があってなかなか簡単なことではありません。ただ、それを解決するためには我々が魅力的なク

ラブになり、Ｊ１に昇格できれば、ヴェルディでサッカーをするために自分は上がってきたんだとい

う選手がずっと残ってくれるようになるのではないかと思います。そういう意味でも、サッカーのス

タイルを確立することはすごく大切だと思います。 

サンフレッチェ広島のように J２に降格した時も、選手が移籍してしまってもサッカーのスタイル

を変えずに優勝争いができる、そういうチームになりたいです。 

そのために選手の教育をしなければならいないので是非親戚のおじさんおばさんだと思って、みん

なで選手を育成していける環境作りにご協力いただきたいと思います。 

 

質問者： 

意見とかそういう事ではなくすごく単純な事を申し上げたいと思いますが、ヴェルディのサポータ

ーは負けても、沈んだ心を奮い立たせて頑張って応援しているサポーターだと思っています。チーム

が勝つ事と、負けても全力で戦う事がチームのサポーターへの恩返しだと思います。加えて、サポー

ターの心に水を差すようなコメントなどは出来るだけ避けてほしいという気持ちをこの場で申し上げ

たいと思います。 

例えば、中島選手のザスパクサツ群馬戦のゴールについて、三浦監督のコメントで、もっと喜んだ

コメントがほしかったと思いました。その時は、中島選手のことだけではなくて、他の選手もよかっ

たなど複数の選手の名前も挙げられて、そちらの方に意識がいってしまうようなコメントがありまし

たが、単純にサポーターの気持ちを汲んだコメントが何件もあったらいいなと思っています。 

 

 

羽生： 

三浦監督を弁護するわけではなく、今のお話についてだけをいうと、サッカーの話をする時に、最

後に得点をした選手だけが偉いのではないという考え方があります。 

 ただ、三浦監督はピッチの中でも練習でも熱くなってしまうほどの情熱があり、自分の考えを曲げ

ないと思われてしまっているということは私も分かっています。しかし、全然頑固なわけではなくて、

きちんと説明をすると理解してくれます。ただ、私の言い方で誤解を招くかもしれないので表現が難

しいのですが、彼が誤解を招く一番のところは、自分の仕事は選手と向き合って、チームをよくする

ということだと思っている監督なのです。それで、負けた原因やうまくいかないことをサポーターに

話をするということは、彼にとって言い訳をすることになると強く思っているようです。皆さんがど
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う考えているかを知ったうえで次の行動をするのと、知らないままで行動するのは違うのではないか

という話もしています。頑固じゃないと言いながら、そこは自分の信念のようです。今、いただいた

ご意見と、私が皆さんにお話しした内容も必ず三浦監督に伝えます。間違いなく、今年はうまくいか

なかったわけで、変わらなければいけないわけですから、それを彼がどう受け止めて変わるかという

ことだと思います。 

今、三浦監督の話になったのでお話をしますが、私はやはりギラヴァンツ北九州時代のサッカーを

見て、彼の話を聞いて、この監督だったら間違いないと思って契約をしました。しかし、結果だけを

見ると先ほど申し上げた通り、マネジメントの部分の幅、融通性がちょっとどうかという思いはあり

ます。そこはまだ監督３年目で、ギラヴァンツ北九州での２年で成功した方法をヴェルディでも実施

して、まだ一つの方法しか試していないような３年生の監督ですので、本人が変わると言っています

し、いい方向に変わるようにサポートしたいと思います。やはり、みなさんが何を感じているかを言

っていただくことはすごく大切なことだと思いますので、今のようなこともはっきり言っていただき

たいと思います。 

 

質問者： 

 私は十数年、ヴェルディの試合を見てきて毎年、何名かの友人を試合に誘っていたのですが、今年

に関してはどういう理由で友人を誘っていいか、個人的にも難しかった年でした。なぜＪ１ではなく

て、順位も低いヴェルディの試合を見に行くのかといったところを、みんなで考えていかなくてはい

けないし、何かビジョンのような明確なものを、羽生社長をはじめとした皆様と我々も一緒に考えて

いかなければいけないと思います。監督の記者会見やシーズンの最初と最後だけではなく、羽生社長

から「ヴェルディはこういうところを目指している、ヴェルディはここが魅力」だといったコメント

を言葉で出していくことをクラブに求めたいと思います。必ずしもピッチでいいサッカーができると

は限らないので、例えば、キーパーからパスをつなぐのが見どころだとか、気持ちだけでは絶対に負

けないなど、サッカーを知らない人にもわかりやすい魅力を発信していただきたいと思います。 

 

羽生： 

もし、どういうことをすれば皆さんにスタジアムに来ていただけるということがわかっていれば私

はもっと成功しているでしょう。それが何かということが、わからないので今もがき苦しんでいます。

それは私の能力の無さなのかもしれないです。ただ、今年の結果で驚いたことが、１８，０００人と

いうガンバ大阪戦こそありましたが、その試合を除いても平均観客数が増えています。正直言って、

今年は春先から見せ場が無く終わったシーズンです。昇格争いに絡んだと思えた瞬間は本当に数試合

でした。その中でこれだけお客様に来場いただいているということを、逆に考えたいと思っています。

ラウンドテーブルで皆さんとこうやって話をさせいただいて、こうやって収容人数（１５０人）が限

られている部屋に、始めた当初はここまで多くの方はいらっしゃらなかったですよね。今日はここに

入れないほど多くの方に来ていただいて、ヴェルディのことを考えていただいているという状況も現

実です。だから、こういう状況でも、これだけの方々に想っていただけるようなクラブに、少なから

ずなってきていると思っています。なぜ、皆さんがここに来ていただけるのか、もう少しその輪を広

げるにはどうしたらいいのかという視点で考えていくことが必要だと思っています。その考え方だと、

おそらく平均６，０００名だったものが来年１２，０００名になることはないと思いますが、来年、

６，５００名になることの方が私はすごく大切だと思います。そう意味では、このクラブの本当の底

力はついてきているという実感はあります。また、それはいろいろな場面で感じています。ただ、ク

ラブの底上げに関しては辛抱強くやっていくことしか想像できなくて、こういう方法はどうかという
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ような提案があれば教えていただきたいという思いです。 

それとクラブのストロングポイントを発信していくことに関しては、私も同感です。それはサッカ

ーのスタイルをきちんと打ち出すことだと思います。私は先ほど、今後は育成選手中心で戦っていき

ますと言いましたが将来的に我々のスタイル、哲学を壊さないようにするために一番良いことは育成

で指導していたコーチがトップチームの監督になることだと思っています。今年、ユース・冨樫監督

がＳ級ライセンスを取得します。彼に続く人材が今後も出てきてほしいと思いますし、将来的には育

成の監督が次のトップチームの監督だと思っていただけるように人材が育ってくれればと思っていま

す。それがスタイルの継続につながると思います。そのスタイルとは、当然、技術をリスペクトする

ということは変わることなく、その上に最後まで諦めずに戦う、負けている場面でも最後までひた向

きにゴールを目指し続けるという選手を集めて試合に臨みたいと思っています。 

強化の部分も私は予算管理をして、チームがこういう選手を取りたいという時に、今回はその選手

をとってもいいが、予算的には残りはいくらという話はしますが、具体的にこの選手を獲れとか、あ

の選手を獲れといった指示はしたことが無く、唯一この選手を獲るのはどうかといったのは２人だけ

です。その一人が巻選手で、もう一人が森選手です。彼らはフリーで、クラブの経済的にマッチする

という要素はありました。巻選手は、当時の川勝監督は、技術が無い選手は不要と言っていましたが、

私はあえて川勝元監督に預けました。巻選手は技術こそありませんでしたが、９０分間どういう状況

でもやりきってくれる選手だということを知っていたので、このクラブを変えてくれると思い獲得し

ました。選手の個別について言ったのはそれくらいです。巻選手の存在でずいぶんいろいろなところ

が変わってきたと思いますが、それはずっと巻選手がやるのではなくて、やはり我々のアカデミーか

ら出てきた選手がそうなってほしいです。「今日は負けてしまったが、選手は最後までやりきったから

次も応援しよう」と思ってもらえるチームを作りたいと思っています。 

その他のスタイルについては、要望もありますが、それは監督が決めることです。当然、我々はボ

ールを大切にするサッカーということは当たり前のことで、蹴って走るだけという監督を連れてくる

ことはありません。ですが、その中で我々は監督には、９０分走り切ってチームの為に戦える選手を

与えたいと思います。そういう選手をアカデミーから上げてほしいということをこれからも言い続け

たいと思います。そのためには、先ほどの社会性の話やメンタルの話などは絶対に必要な点なので、

そこはこれからも重視してやっていきたいと思います。 

 

質問者： 

ボールを大切にするということは言うまでもないということは、ここにいる我々であって、これから

新たに外部から人を集めるには、そういった言葉も出していく必要があるかと思います。必ずしもも

ちろんプレーのことは羽生社長から言うべきことではないかもしれませんが、監督からもチームのプ

レーを発言していくことを要望したいです。 

もう一つですが、ここにいる方やチーズンチケットを持っている方々は、Ｊ１に行ってもＪ２でもあ

まり数が大きくは変わっていないというか、辛抱強く応援している方々なので、チームのスタイルが

どういうものか言葉で明確に示されれば、例えば、ゴール裏の方々の作る雰囲気とかもよりよい演出

ができるようになるのではないかなと思いますので、言葉にするということをやっていただきたいと

思っています。ありがとうございました。 

 

 

質問者： 

ヴェルディは過去何年も、ユースから昇格した選手でオリンピック代表として出場した選手はいな
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いわけですが、何故ヴェルディユースから昇格した選手は代表や、移籍先のチームでも伸び悩んでし

まっているか、それをどのように分析しているのか、クラブとして改善策として方法をお聞きしたい

たいです。また、移籍したチームで成長した選手もいますが、逆に移籍先で活躍できず伸び悩んでい

る選手もいて、そこになぜ差が生まれてしまったのかという分析と、最近、高野選手が戦力外になっ

てしまいましたが、こういう形で戦力外になった選手をなぜトップチームに昇格させてしまうのかを

社長からお聞きしたいです。 

 

羽生： 

一昨年、ヴェルディは J リーグアウォーズで最優秀育成クラブ賞を受賞し、今年もノミネートされ

ました。今年はセレッソ大阪が受賞しましたが、そういう位置にいることは間違いないと思います。

ただ、一方でご質問いただいたように、ユースから昇格した選手とクラブから巣立っていった選手が

成功しているかと言えば必ずしもそうではないのが現実です。今までと同じことをやっていたら同じ

結果を繰り返すことになります。育成の方針や社会性、メンタルの話を、トップの監督と話すよりも

育成のコーチとコミュニケーションをとって話す機会の方が多いです。そういった話をした時に、責

任者の Jr ユース・森監督には、「羽生社長の言うことはこのクラブのサッカーを１８０°変えること

だ」と言われました。ユース・冨樫監督は、「そうではなくて我々が持っているものに肉付けする意味

だととらえます」と言っていました。そこで、育成のコーチには走りきる、チームの為にやるなどの

ことを要求し、今の中学２年生、中学３年生は浸透してきていると思います。その彼らがトップチー

ムに上るころには、そんなことは言わなくても、変わってきていると思います。 

しかし、高校生になってからでは、急に方向転換をしても間に合わないこともあります。その間に

合わない中でトップチームに昇格している選手もいるので、もう少し時間がかかってしまいます。や

はり、今ご質問いただいたことは、とてもうれしいですし、やはり変わらなくてはいけません。今、

ヴェルディ出身で海外などに巣立っていく選手もいますが、日本代表に選ばれる選手がいないので、

それが何故なのかをみんなで考えなくてはいけないと思います。それが現実ですし、サッカーとはい

ろいろな見方があり、ある意味、宗教と一緒ですので、私が言うことが正しいわけではありませんし、

他の方が言いうことが間違っているわけでもありません。でも、答えがないだけに、方向性を変えた

り、ターゲットを間違えてしまうと壊れてしまうものだとも思います。私が言っているのは、技術の

大切さは理解しているが、その技術を使うのはメンタルやインテリジェンスだったりするわけで、そ

ういったことに長けた選手が必要だということです。皆さんは、うまい選手のことが好きですよね。

しかし、うまいだけでは勝てません。それを今、我々は突きつけられているわけです。 

ただ、技術の無い選手は簡単にはうまくなれませんが、うまくなる素質のある選手に対して、仲間

の為に最後まで走り切り戦うという意識を植え付けられると思います。それに今の育成コーチは挑戦

してくれているので、私は彼らを信じたいと思います。 

 

高野選手については、性格もよく、人間的にも優しさのある選手ですが、それがどこか甘さになっ

ているのかもしれません。今回も、もう一年チャンスをと思いましたが、プロなので、どんどんいい

選手が出てくるとなると、その選手を伸ばしていくのもプロの世界のやり方なんです。これからまだ

まだ彼の人生は長いわけです。これで、ヴェルディに切られて這い上がってくるのか、それとも別の

人生を見つけるのかは彼次第です。ただ、J３もできて彼らの戦えるフィールドは増えていますし、私

としてはもう一度這い上がってきてほしいと思います。つらいですが、いつかはそういう判断をしな

ければいけません。１年を伸ばすことが彼にとって良くないと思ったので私は決断しました。 
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質問者： 

私見ですが、ヴェルディのユースを出た選手はヴェルディに特化した選手になり、移籍先のチームで

全然適応できない印象があります。 

移籍先では試合に出られなかったり、年代別代表の合宿に呼ばれても結果を出せず、最終的には代表

チームに残れない状況が多くみられます。 

 

羽生： 

おっしゃる通りだと思います。 

そうならないように今、我々のアカデミーに足りないものを見つけ、子どもたちに代表に残れる様に

指導をしていきたいと思います。ただ、それも急にはよくなりません。そのやり方がクラブに染みつ

いているので、辛抱強く変えていくしかないと思っています。 

 

質問者： 

来年以降の育成の方針はわかりましたが、土台となる経営面についてお伺いしたいと思います。 

今年も他のクラブで経営危機の報道がありましたが、今年のヴェルディに関しては経営危機とは伺っ

ていませんが、今後その様な事が起こらない為の対策を考えているのかを伺いたと思います。 

 

羽生： 

J2にいる期間が長ければ長いほど、正直に言ってクラブ自体は疲弊してきます。13位という成績を

受けて、当然スポンサーにもそういう目で見られます。今のところ危機は表面化していませんが、毎

年危機といえば危機です。自信を持って大丈夫ですと言えるような状況ではありませんが、それは私

どもだけではなくて、J クラブ全体に当てはまる事だと思います。そのギリギリの所でやっているの

は間違いありません。 

例えば、アラブの大富豪がクラブを買収するなどという様な事があれば話は別ですが、現状の J リ

ーグのルールではそういったことはあり得ませんので、急によくなるといったことは難しいでしょう。 

ただ、私がこのクラブに携わっていて、とても意義があると思うことは、日本の首都にあるクラブで、

明確な親会社がなく、ここにいる皆さん、地域の方、行政の方、近くの方に支えられて少しずつ自分

の身の丈を大きくしようとしているクラブであるということです。伝統もあります。私の世代からす

れば、やっぱりヴェルディはヴェルディなんです。 

そのギャップがあるのも感じます。例えば、30 年ぶりに高校の同窓会で再会した同級生に、『なん

でお前がヴェルディの社長をやっているんだ』と驚かれ、その中にはラモス、カズ、武田でクラブの

歴史が止まっていて、今は J2で経営的に大変だった事を知らない人もたくさんいるわけです。 

でも、いつかは昔のあのヴェルディにもどりたいという気持ちでやっています。 

ただ、現実はまだまだかけ離れていて、毎年、毎年大変な中、皆さんに支えられて歯を食いしばりな

がらやっています。早く、安心してくださいと言えるようになりたいです。自分の責任で少しくらい

赤字を出したからといっても来年は大丈夫ですよと言えるぐらいにしたいとは思いますし、クラブラ

イセンスが剥奪されるなど、そういった事が起こらないようにする事が私の務めだと思っています。 

それが株主、皆様への責任だと思っているので精一杯やらせていただきたいと思います。 

でも、やはり J2が長いと辛いですね。一昨年よりも去年、去年よりも今年の方がまわりの方の目が

厳しいと感じています。だからと言って、過度の心配はしないでください。明るく、元気に頑張りま

す。 
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質問者： 

まず一つお願いしたいことは、ポスター張りやチラシ配りは選手も参加させていただきたいと思い

ます。ポスター張りをするときは、その度に選手が地域へ顔を出してアピールする事がとても重要だ

とおもいます。そこから地域に根差してほしいと思います。 

また、先ほど、経営面の話も出ましたが、サポーターの方の目が厳しいというのは実感されている

と思いますが、来季は若手中心に舵を切るとはっきりおっしゃられましたので、私もその話を聞いて

覚悟を決めたというか、ヴェルディがあればそれでいいと思っていますが、それでもいつかは J１で

という気持ちはあります。 

ですが、ここ何年もＪ１昇格が目標だと毎年おしゃっていますが、来季はそれを目指せないと思っ

ています。若手が中心になるというお話でしたし、Ｊリーグもそんなに甘くないので。そこは羽生社

長の口からハッキリと言ってほしいです。Ｊ１昇格を目指さないとなると、スポンサーの手前難しい

部分もあるとは思いますが、言い切ることでサポーターももっと支えようという気持ちになると思い

ますし、今在籍している選手、これから来てくれる選手も、方向性が明確になることで、どういう気

持ちで戦うかが変わってくると思います。そこをハッキリしていただきたいと思います。 

 

羽生： 

選手の地域活動への参加については、選手が参加する方向で、先ほどもありましたが、次のラウン

ドテーブルで案件ごとの進捗状況をお伝えする中のひとつとさせてください。現場と話をしてみた感

触としては、急に依頼されても対応できませんが、年間の計画を提出して参加を依頼すればＯＫだと

思います。ただ難しいのは、土曜日に試合があれば、日曜日を使って色々とやりたいのですが、Ｊ２

は日曜日に試合があるので、月曜日がオフのことが多いんです。もちろん、年間を通じてできる方法

を探して、フロントスタッフとチームスタッフで話し合わせます。良い報告になるかは分かりません

が、次回のラウンドテーブルの時に報告させていただきます。 

目標設定については、来年は若い選手中心で戦う元年です。ですので、苦しいシーズンになるとは

思います。ただ、私もやるからには三浦監督には「Ｊ１昇格」と言います。私もやる前から試合を諦

めるつもりはありませんので。皆さんに対して、来年は辛抱してくださいとは言いますが、上がりま

せんとはまだ言いたくないんですよ。そこは秋にチームがとても成長し、昇格争いに間に合うことも

あるかもしれないので、来年は“しゃがみます”とは言いますが、上がれませんとは言いたくないで

す。もちろん確率論から言うと、去年や今年のチームのほうが昇格する確率は高いかもしれません。

どういう編成になるかは分かりませんが、私は来年のチームをサポートしたいと思いますし、１年間

をかけてＪ１に昇格するという明確な目的を持ってやりたいと思います。今年のように成長する選手

もいるでしょうし、成長のカーブが遅い選手もいると思います。でも、そういう選手を育てると決め

たので、それを最後までやり切ります。それで上がれたら私は幸せだと思います。それ以上のことは

言えません。 

 

質問者： 

では、中長期的には考えていない、１年で上がるという気持ちは残すというわけですね。若手を育て

ながらリーグを戦うという方向性は、中長期的ビジョンがあってのプランではないということですよ

ね。 

 

羽生： 

中長期という言葉が何年を指すのかは分かりませんが、私が申し上げたのは、今の中学２年生から
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は私たちが目指しているサッカーができる選手が将来的にトップチームに上がってくるということで、

それまでは６年も７年もかかります。さらにトップチームに上がってすぐに活躍する選手と、活躍す

るのに３年くらいかかる選手とがいるわけです。そうすると、今の中学２年生から計算すると、それ

だけで今から１０年くらいかかります。その時には、私がここでお話したことがピッチでできるよう

になるとは思いますが、何もそれまで手をこまねいて様子を見ているわけではなくて、当然毎年良い

チームを作るように努力をします。それが応援していただいている皆さんへの礼儀だと思います。で

すので、長期的に言えば、中学２、３年生がトップに上がる４、５年後、もしくは彼らが２０歳にな

る５、６年後くらいまでにヴェルディがまた最強へのステップを歩んでいける礎を築ければと思って

います。しかし、その前に昇格できるかもしれません。そうした考えがなぜ中長期的ではないと言う

のかが、私には分かりません。中長期的な視点というのを常に持っているというのは、そういうこと

です。ただ、皆さんに話をする機会がないし、来年は厳しいシーズンになりますと言ったので、長期

的にはこういう風に考えていますというのをどこかで皆さんにプレゼンテーションのようなものをし

て、分かっていただく機会が必要かなと思いました。こういうこともラウンドテーブルの機会にやろ

うと思います。もちろん私は明日のことも考えていますが、１年後のことも３年後のことも、もっと

言うと５年後、１０年後のことも考えています。それは育成だけではないですし、継続がすごく大切

なことです。ただし、私が分かっていることが大切なのではなくて、皆さんに分かっていただくこと

が大切だということが今日の皆さんの意見を聞いていても分かりましたので、自分の中でもサボらず

にお伝えしていきたいと思います。もう一度言いますが、長期的に見て、私たちはアカデミー中心で

やっていくという覚悟を決め、来年はその元年にします。アカデミー改革もやっていて、メンタル面

で強く、０－５で負けていても最後まで諦めずやり切る選手をピッチに送り込むにはもう少し時間が

かかるかもしれませんが、必ずできると信じています。それまで何もやらないわけではなくて、当然、

今度トップチームに上がってくる選手たちにも、それがヴェルディだという話をします。しかし、ま

だできていないので、皆さんも選手たちを育てることに協力してください。そこからはアカデミーに

とやかく言わなくても、自然とそういう風になってくるはずです。ただ、そこまでの５年間でどうや

ったら間に合うか、どうやったら３年目や４年目でＪ１に上がれるかは考えます。今年の安在選手や

高木選手の成長を見ていると、来年の最後の時に澤井選手や安西選手も間に合うかもしれません。徳

島ヴォルティスは、昨年は１５位で今年は４位でＪ１に昇格しました。Ｊ２とは、そういうリーグで

す。絶対に勝てないというチームはありません。若いからこそ勝てるかもしれないし、若いがゆえに

落とす試合もあるかもしれません。確率論で言えば、今年よりは厳しいシーズンになるとは思います。

ただ諦めたくはないので、選手の編成をした上で、彼らにはＪ１に上がってくれと要求します。皆さ

んにはそういう気持ちで応援してほしいと思っています。 

 

質問者： 

実は１年前にオリンピックと代表に向けてどのように考えているかという質問をしました。今日、

聞いていると、おそらく来年は無理でも３年後の２０１６年にはオリンピック代表に何人か選出され

るのではないかと期待を持っています。難しいかもしれませんが、個人的に１９９２年以前に生まれ

た選手を積極的にリリースしていいのではないかと思っています。なぜかというと、数字を計算して

いただければ分かると思うのですが、レギュラーで出ている選手と上がってきた選手と、どちらが重

用されるべきかを考えた時に、将来的に戦力が上がっていくのは試合に出ているからこそだというの

が私の持論です。やはり２０代の選手で、所属チームでレギュラーで試合に出ている選手がオリンピ

ック代表に選ばれるというのが当然の流れになっています。そういう意味も込めて、１９９２年生ま

れという数字を出しました。先日リリースのあった残念な結果もあるかもしませんが、ユース上がり
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や新加入の選手がいるわけですから、どんどん積極的に試合に出られる環境を作っていっていいので

はないでしょうか。勝つために若い選手を積極的に使う環境を作っていただきたいと思います。 

 

羽生： 

１９９２年生まれ以前の選手を全員放出すべきだという意見については、私は若返るとは言いまし

たが、すべてを２０歳以下の選手で戦うという意味ではありません。当然若い選手を使う機会が多く

なると捉えていただきたいのですが、選手が選手を育ててくれるという側面はあります。立派な先輩

の背中を見て育つということが若い選手には大切なので、そういう選手には残ってほしいと思ってい

ます。チームを作っていく上では、年齢のバランスも大切です。伸びてきた選手に蓋をしないような

編成はしたいと思っていますが、ベテランだからダメだとは思っていません。若い選手が伸びてきて、

ベンチに座っていてもチームにいい影響を与えられるような選手はこのクラブにいてほしいと思いま

す。それこそ中長期的なビジョンでは、そういう選手の存在も大切だと思っています。若い選手に偏

重して、ベテランの選手を冷遇するということは考えていません。また難しいのは、なるべく長い期

間同じチームで若手をプレーさせてほしいとおっしゃっていましたが、早い段階でレギュラーで出る

ような選手はＪ１や海外からも声が掛かるというようなことがこれからも起こってくるので、我々は

それを視野に入れた上でその選手が獲られた時にどんな選手がいるのかということを常に考えていき

たいと思います。 

次に、オリンピックについていうと２０２０年の東京オリンピックが私どもにとってはとても大き

なことです。開催が決まったので、私は２０２０年の東京オリンピックの代表チームに、ヴェルディ、

ベレーザの選手を少なくとも１０人は輩出したいと思っています。現状を考えるとおそらくメニーナ

の選手の方が女子の代表になる確率が高いと思いますが、ヴェルディからも海外を経由した選手では

なくて直接、オリンピック代表の選手を輩出したいと思っています。 

 

質問者： 

今後の編成の話が多かったので、それ以外のお話を伺いたいと思います。来シーズンのシーズンチ

ケットの価格が更新されましたが、どういう理由で値上げしたかの説明がほしいと思います。 

さらにサポーターズクラブのメンバーからシーズンチケットに変更してほしいと思った時に、こう

いう特典がありますなどと明確にしていただけると買う人が増えるかと思います。例えば、レプリカ

ユニフォームを購入されるほとんどの方はシーズンチケット購入者だと思いますので、ユニフォーム

発表の時にデザイン案の中から投票できるなどの特典があったりすると、試合を観に行けないからシ

ーズンチケットを買うのを止めようなどと悩んでいる人にとって、何かしら後押しできる施策になる

のではないかと思います。お金を使わず、頭を使えるところでマーケティングの良い面を出していた

だければいいと思います。そういう施策があればお答えください。 

 

田中（チケット担当）： 

シーズンチケットに関しては概ね据え置きにさせていただいております。消費税が来年４月以降に

８％になりますが、シーズンチケットに関しては３月までに購入いただけるという前提で値上げはし

ておりません。一般のチケットに関しては若干値上げさせていただいております。こちらについては、

消費税アップに対応させていただいております。その代わりサポーターズクラブに入会していただけ

れば前売券購入時に前売券価格から２００円割引でご購入いただけるサービスを導入いたします。 

また、サポーターズクラブに関しては、ご入会いただければ来シーズンの自由席ボーナスチケット

を２枚プレゼントいたします（２０１３シーズンは１枚）。つまり、ご入会いただければそれだけで元
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は取れるようになっておりますので、皆様ぜひ来シーズンもご入会くださいますようお願いいたしま

す。 

加えて、サポーターズクラブからシーズンチケットにランクアップしていただく施策に関して、サ

ポーターズクラブまでは入会していただけますが、シーズンチケットとなると価格にして２、３万円

以上変わってきますので一気にハードルが上がってしまいます。ここはどのクラブにとっても一番頭

を悩ますところですね。 

来年のシーズンチケットの特典として、ポンチョプレゼントの特典を追加いたします。それと、年

に２回、ご購入いただいた席種からワンランク上の席種でご観戦いただけるサービスを実施いたしま

す。その他の特典もございますので、ホームページ等で分かりやすく魅力を伝えていくしかないと思

っております。 

来シーズンの席種の変更点もここで簡単に説明させていただきたいと思います。V シートの名称を

MB 自由席に変更させていただきます。今まで V シートと言ってもなかなかイメージが湧かないとい

うご意見をいただきましたので、MB 自由席、メイン、バックの意味ですが、こちらに変えさせてい

ただきました。こちらは当日券売場のスタッフから、メイン、バックと簡単に説明できる名称にして

ほしい、という要望がありましたので変更しました。 

ファミリーシートの場所も変更いたしました。２０１３シーズンはバックスタンド側 Vシート中央

でしたが、来シーズンは自由席バック側に２ブロック取らせていただきます。自由席のチケットをお

持ちの方で小学生以下のお子様がいらっしゃる方はどなたでもご利用いただけますのでぜひご活用く

ださい。 

 

質問者： 

今の特典を聞いたところで、なかなか乗り換える動機にならないかと思います。シーズンチケット

を購入しても毎試合来られるわけではないし、いつも同じ場所で観る方が多いのでランクアップでき

るといわれてもその権利を行使する方は少ないと思います。もう少しお客さんがどうすれば乗り換え

る動機になるかということを考えてアピールしていただければと思います。 

 

田中： 

貴重なご意見ありがとうございました。まだ来シーズン開幕まで時間がございますので、こういっ

たサービスを取り入れてほしい、というものがあったら私までご意見いただければ幸いです。 

 

羽生： 

次回のラウンドテーブルは開幕前にやりましょう。 

最後に、シーズンチケットについて魅力が足りないとおっしゃられましたが、ぜひご購入お願いい

たします。お友達を少しでも誘っていただき、ヴェルディのゴール裏は楽しい雰囲気なので、この輪

を広げてもらって東京中の人に楽しんでもらえるクラブになればと思います。ぜひ一緒に頑張ってい

ただければと思います。本日は長時間ありがとうございました。 


